















































量や員数、 密教修法の壇の数など、 数量の多寡で功徳をはか 信仰だが、その根底には なんらかの必然性が求められていたと考えら る。毛利久氏は蓮華王院像にふれるさい、ぼうだ な造像や反復的な念仏などの多数作善は、 「仏教本来のもので、インド 中国においての同様の事実をあげること 困難でない」 と 見解をしめす
（
8）。簡潔な指摘だが、



















的のひとつが、五台山 「一万文殊之真容」への施財供養だったという。奥氏は、 「一万文殊」 向けられた奝然の信仰に注目し、万寿四年（一〇二七）の法成寺釈迦堂釈迦如来像を嚆矢とする、 「同形像を大量に造像して一堂に安置する風習が宋よりもたらされた可能性を示唆する」という、重要な提言をおこなった である。この指摘は 平安後期の大量造像が宋風受容の観点からも検証 価値があるという、あたらしい視点を提示した点で、おおいに注目される。
五台山は文殊菩薩の住まう清凉山に比定された聖地で、円仁 七九四
～八六四）や奝然ら、入唐・入宋僧が篤い信仰を寄せた。東晋の仏駄跋陀羅（三五九～四二九）訳『大方広仏華厳経』 （通称『六十華厳』 ） 「菩薩住処品」は、 「東北方有菩薩住処 名清凉山、過去諸菩薩常於中住。彼現菩薩、名文殊師利。有一万菩薩眷属 常為説法。 」
（
13）、また、唐の




















図 2　敦煌莫高窟第 61 窟　五台山図　万菩薩楼
− 146 − − 147 − （4）
ところで、奝然のいう「一万文殊之真容」が「一万体の文殊像」と


































うした晴れ 場で供養されたのである。道隆は永祚元年（九八九）二月二十三日に内大臣に任ぜられ（ 『日本紀略』ほか） 、正暦元年一月二十五日には娘の定子が一条天皇に入内する（ 『日本紀略』ほか） 。同年五月 三 氏長者（ 『公卿補任』
（
27）） 、二十六日には摂政となっ
ている（ 『公卿補任』 、 『日本紀略』 ） 。正暦四年三月二十七日には、二女の原子が東宮居貞親王（のち 三条天皇）に入内（ 『小右記
（
28）） 、四




































ると、行円が制作したのは千仏図、または三千仏図だった可能性が考えられる。千仏思想にもとづく造像であ ば、五台山「一万文殊」との直接の関連はみいだし くいが、道隆や実資と同時代の大量造像として注目しておきた 。
行円の千仏（三千仏）画像制作も含めたこれらの事蹟 、十世紀末





された、等身不動明王の「絵像」であ 続いて、八月二十三日には釈迦堂の釈迦如来像が供養された。本像は彫像による最初期の大量造像として知られ、 中尊は丈六像、 他の百体 等身像だった。こ 構成 、
のちの得長寿院像や蓮華王院像にうけつがれてゆく。
道長の一万体造像は知られていないが、子の頼通の時代には、じつに





（前略）叉令行四天王供、東方、 〈斉祇闍梨、 〉南方、 〈仁海僧都、 〉西方、 〈延尋律師、 〉料各四石八斗、但仁海六石四斗、油各一升五合、叉令仁海供加利天、料物油如前、 （中略）御願成就件件五天各一万体可奉書供之由有御願 件天等始従寅刻奉顕御等身、 〈料各三石 〉送師房、 （後略）
この日は四天王供があり、 「雨僧正」の異名で著名な仁海（九五一～
















て一切経の対概念のごとく位置づけられていた一万体造像 ついても、頼通は摂関家 特権の発露 認識していたのかもしれない。
ところで、天皇御願像にして、ときの関白頼通の威信を賭けた造像









（一一〇五）に造像された愛染明王像は、彫像と絵画のくみあわせによる一万体造像である。七月七日、忠実は「半丈六愛染王」の制作をはじめ とともに、 「万躰同仏」を「図 」した。そして十月十六日には、院派仏師の祖・院助（？～一一〇八）が 愛染王半丈六御首」を忠実に渡しており、この像が彫像と判明する。同日、 仏師範順が「万体愛染王」を渡している
（
43）。画像の法量は不明だが、半丈六の彫像にた
いし、補助的な存在だったと想 され この点は 『水左記』の十一面観音像や延命菩薩像と通じる。
同一尊の像に大小の差をつけて大量に造像する方法は、奝然による









































手観音立像である。鎌倉再興期の像にも が納入され が、中尊はおおむね、 心覚（一一一七～八〇または 二）撰『別尊雑記』所収「唐本にもとづいている
（
54）。二十八部衆は、 （その一）のみ千手の手前に風神・
雷神と四天王を配す 。その他は、すべて 二十八部衆が千手の左右にならんで立つ点で共通するが、 （その三 は尊種 若干異なる。天蓋や台座の形状はさまざまで、 （ 四）のみ千手 手前に花瓶を配するまた、 （その一）を除く三種には二重 界線による外枠があり、内側を文様帯とする。




















































河の千手信仰は園城寺僧・隆明所持の 像に触発されたも で、長寛摺仏の千手像が聖護院本の千手像とおなじ形式をとることに矛盾はない。問題は、石田氏がこの形式の千手 を、敦煌やトルファンの諸作例との比較から 中国図像に由来するものと指摘したこ であ 。
長寛摺仏の二十八部衆には、梵天、帝釈天、功徳天、婆薮仙人など、
しばしばみられる像とともに、一部 特徴あ が含 れてい （その一）では、千手観音の手前に風神・雷神と四尊の着甲像が描かれ












− 138 − − 139 − （12）













の四）にみる象頭人身像もまた、毘奈夜迦であると考えられる。敦煌の毘奈夜迦は明王 付随す 存在だが、画像全体の中尊であ 千手観音の眷属としての地位を獲得し、二十八部衆 一尊に成長 た ではないだろうか。 （その一）にみる異形の四天王像と同様、象頭の毘奈夜迦は（その二）～（その四）のおおき 特色となってい 。いまだ類型化のみられない二十八部衆像の存在は、長寛摺仏が中国画をもとに制作された可能性を想起させる。
宋代の千手二十八部衆像の様相は、 『別尊雑記』 「千手」所収の「唐本」















するものとみてよい。図容は緻密で、千手観音の微細な頭上面、重なり合う脇手とそれぞれの手に執られる持物、とくに（その一） （その二）の裙裾にみられる重層的な衣のひだの表現は的確である。二十八部衆は密集して居並ぶが、各尊の像容は周到に描き分けられ、お互いの位置関係のバランスもよく計算されているため、個々の存在がきわだち、独立した尊像と も鑑賞に堪える。総じて長寛摺仏 下絵の描写力、そして彫・摺の技法とも非常に高度で、中国摺仏の特性を深く理解した工人の手によるも とみてまち いない。
全体の構成では、二重の界線による外枠の存在が注目される。中国












くに、十二世紀のニューヨーク公立図書館本仁王経曼荼羅図像に 「唐摺本云々」の注記があり、請来摺仏の写しである可能性をしめすとともに、当時の人々が「唐摺本」という概念をいかにとらえていたかを具体的 ものがたっている。細勁な墨線、複雑な 様を的確に造形る描写力は、長寛摺仏にも共通する要素 える。中国摺仏の諸要素をよく継承する長寛摺仏が、 「唐摺本」の範疇に入るものと認識されていたならば、蓮華王院像を内側から宋風化する役割を期待されたものと理解することが可能だろう。さら 、摺仏の像内納入と う信仰形態じたいが、北宋の先例を追うものだったことは、清凉寺釈迦像 存在からあきらかであ 。
図9　千手観音二十八部衆立像摺仏　観音寺蔵








ならべるために必要な堂宇の規模は、現在の三十三間堂が雄弁にものがたっており、等身像による一万体造像は実現不可能に近いといわざるをえない。しかし、 「 仏」や摺仏を納入すれば、一万体造像は可能とな 。奝然が伝えた「一万文殊 の記憶は 平安末期には薄れてたと思われる
（
76）、待賢門院の不動明王画像制作のように、一万体造



















して知られる梁武帝との同一視を原動力としていた ではな だろうか。みずか 出家し 仏教 内護者 しての顔をもちあわせた後白河にとって、 「梁武帝の再来」 の称号はなによりの賞賛だっただろう。
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70）  幽玄斎 「千手観音像」 （富山美術館 『仏教絵画
　幽玄斎
　選』 図録、 昭和六十一年） 。
（
71）  内田啓一「宋請来版画と密教図像―応現観音図と清凉寺釈迦像納入版画を中心に―」 （ 『仏教芸術 二五四、平成十三年。同 『日本仏教版画史論考』 法蔵館、平成二十三年、所収） 。
（






74）  註６武笠氏論文 （平成十九年） 。
（
75）  菊竹淳一 「個人と国家の作善業―平安の仏教 画」 （中野政樹ほか編 日本美術全集』 七
　曼荼羅と来迎図、講談社、平成三年） 。
（
76）  建仁二年（一二〇二）に脩明門院藤原重子が熊野に参詣したさいの表白には、「一万十万文殊普賢也」 の文言がある （註
56書、二七五頁） 。 「一万」 とは熊野十二
宮のうちの一万宮で、文殊菩薩を本地仏とする。本表白では、 「清凉山」 「一万菩薩」 が住むとの認識もしめされているものの、 「 万」 がほんらいの意味から発展し、文殊の垂迹形とされている点が注目される。
（
77）  藤田明良 「南都の 「唐人」 」 （ 『奈良歴史研究 五四、平成十二年） 、渡邊誠 「後白河法皇の阿育王山舎利殿 立 重源・栄西」 （ 『日本史研究』 五七九、 平成二十 年） 。
（







井舞「日本彫刻史における金泥塗り技法の受容について」 （ 『仏教芸術』二七三、平成十六年） 、奥健夫「生身信仰と鎌倉彫刻」 （山本勉責任編集『日本美術全集』七
　運慶・快慶と中世寺院、小学館、平成二十五年） を参照。
（
81）  『玉葉』 建久三年三月十三日条 （国書刊行会編 『玉葉』 三、名著刊行会、昭和四十六年） 。上川通夫 「後白河院の仏教構想―寺院法と手印―」 （註６古代学協会編書） 。
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年表　平安時代における同一尊の大量造像（千体以上）
本年表は註21泉氏論文、註22上川氏論文所収の年表、林温「千体地蔵菩薩図について」（『仏教芸術』241、平成10年）註31をも
とに、若干の事項を加えたものである。制作にあたっては、東京大学史料編纂所ＨＰのデータベースを参照した。
本来的に多数尊の造像を必要とする、あきらかに千仏または三千仏の制作とわかる事例と、仁王会に関する造像は除いた。
年月日 事項 出典
正暦5年（994）2月17日 藤原道隆、積善寺で釈迦如来画像一万体を供養。 門葉記、扶桑略記
寛弘2年（1005）3月22日 藤原実資、不動明王像一万体を図絵。 小右記
寛弘7年（1010)3月21日 行円、行願寺で「三千余体仏像」（または「千躰仏」）を図絵。
日本紀略、御堂関
白記
治安3年（1023）閏9月18日 藤原実資、薬師如来像一万体を造像。 小右記
万寿5年（1028）7月1日 後一条天皇、中宮威子御産御祈の五天画像各一万体を発願。 小右記
承保4年（1077）8月19日
源俊房、仏師良仁に十一面観音像三千余体を図絵させる。中尊は一搩手半像、そ
の他は約一寸。
水左記
承保4年（1077）8月20日
源俊房、仏師良仁に延命菩薩像三千余体を図絵させる。中尊は一搩手半像、その
他は約一寸、一万体を奉る願あり。
水左記
承保4年（1077）8月30日
源俊房、延命菩薩像六千余体を供養。20日に供養した三千余体とともに一万体に
満ちる。
水左記
嘉保3年（1096）2月1日 維範、不動明王像万体を摺写。 拾遺往生伝
長治2年（1105）7月7日 藤原忠実、半丈六愛染明王彫像を造り始め、愛染明王画像万体を図絵。 殿暦
長治2年（1105）10月16日
仏師院助が半丈六愛染明王彫像の頭部を、絵仏師範順が愛染明王画像万体を藤
原忠実に渡す。
殿暦
長治2年（1105）
この年の年紀をもつ阿弥陀如来坐像印仏（浄瑠璃寺阿弥陀如来坐像納入品、通称
「十二体一版」）あり。同像納入品の阿弥陀如来坐像摺仏（通称「百体一版」）を加
え、総計数万体に達したか。
個人蔵「十二体一
版」付属紙縒墨書
嘉承元年（1106）2月27日 藤原忠実、愛染明王像万体を供養。 殿暦
天治元年（1124）5月27日 鳥羽上皇、不動明王画像千体を供養。中尊は丈六像。 永昌記
大治2年（1127）7月14日
白河法皇・鳥羽上皇・待賢門院、不動明王像（彫像か）百体および不動明王画像千
体を供養。
中右記
大治4年（1129）7月18日
待賢門院、千手観音像百体（「或いは造立、或いは図絵」）を供養。また不動明王画
像千体および丈六像一体を供養、この日より十日で万体を供養。
中右記
大治4年（1129）7月20日 待賢門院、「仏像」百体を供養、この日より十日で千体を供養。 長秋記
大治4年（1129）閏7月18日 藤原為隆、宝寿院にて不動明王像万体を摺写供養。 永昌記
大治5年（1130）6月12日 鳥羽上皇、等身釈迦如来像千部（体カ）を供養。 中右記
天承元年（1131）10月10日 鳥羽上皇、法勝寺で等身聖観音像千体を造り始める。 平時信記
長承元年（1132）2月28日 「白河院御願千体観音」を「御堂」に安置。 中右記
長承元年（1132）3月9日
鳥羽上皇、白河得長寿院観音堂を供養。丈六正（聖）観音坐像および等身正観音立
像千体を安置、像内に「千体予（小カ）仏」を納入
中右記
久安3年（1147） 道寂、この年までに一搩手半観音像一千体を造立。 本朝新修往生伝
久安3年（1147）11月30日 鳥羽法皇、阿弥陀如来像一千体を図絵。 本朝文集
久安6年（1150）7月8日 鳥羽法皇、法勝寺で延命木像千体を供養。 台記、本朝世紀
久安6年（1150）10月7日 鳥羽法皇、阿弥陀如来像千鋪を図絵。 本朝文集
仁平元年（1151）6月13日 覚法法親王、高野山金堂で一尺阿弥陀如来坐像千体を供養。 高野春秋
仁平元年（1151）8月4日 鏡祐、釈迦三尊像千体を造立、供養。
豊楽寺薬師如来坐
像像内墨書
仁平2年（1152）9月20日 康慶作の五尺吉祥天彫像を供養、像内に吉祥天像三千十体を「写摺」し納入。
吉祥天像納入経巻
奥書
仁平2年（1152）12月18日 鳥羽法皇、三尺金色阿弥陀像千体を造り始める。 本朝文集
仁平3年（1153）7月 鳥羽法皇、阿弥陀如来像一千体を図絵。 本朝文集
久寿元年（1154）6月8日 藤原頼長、鳥羽法皇のために等身薬師如来坐像と五寸薬師如来立像千体を供養。 台記
久寿元年（1154）6月8日
藤原忠通、実厳に五十箇日の不空羂索法を修させ、この日結願。不空羂索観音の
「印仏」三千五百体を「奉摺」。
巻数集
平治元年（1159）2月22日 後白河上皇、白河阿弥陀堂を供養、三尺阿弥陀如来像千体を安置。 山槐記
応保2年（1162）3月7日
中川寺旧蔵毘沙門天立像（現・東京国立博物館蔵）納入品の毘沙門天立像印仏を
供養、紙背に「千躰内」の墨書あり。
印仏紙背墨書
長寛2年（1164）9月22日
東大寺大極殿で公家御祈の万僧供養がおこなわれ、丈六延命菩薩画像と延命菩
薩「摺仏」万体を供養。
醍醐雑事記
長寛2年（1164）12月17日
後白河上皇、蓮華王院本堂を供養、千手観音像（丈六坐像とみられる）および等身
千手観音千体を安置。等身像の像内に千手二十八部衆摺仏を納入。
百錬抄
仁安2年（1166）2月19日 藤原邦綱、故摂政近衛基実のために釈迦如来画像千体を供養。 山槐記
承安2年（1172）3月15日 平清盛と後白河法皇、千僧を供養。道場に仏像一千体を安置したという。 玉葉、古今著聞集
安元2年（1176）4月2日 後白河法皇、法住寺殿内の持仏堂を供養、千手観音像千一体と二十八部衆像を安置。 吉記、百錬抄
治承元年（1177）8月13日 勝賢、嵯峨の地蔵堂を供養。三尺地蔵菩薩像を安置し、像内に「千体尊容」を納入。
国立歴史民俗博物
館本『転法輪鈔』※
治承3年（1179）11月28日
覚音寺千手観音立像供養。納入品の千手観音立像印仏のうち一紙に「四十九枚」
の墨書あり、印仏は一紙につき三十体を捺す。
印仏紙背墨書
※山崎誠「「転法輪鈔」繋年考」（『国文学研究資料館紀要　文学研究篇』33、平成19年）参照。
